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ノート
OFDMは，近年，多くの無線通信システムで用いられており，今後も多くの無線通信システムで採用されることが予想される．本稿では，OFDMの実用化における課題の1つであるピーク低減方式に関して行った研究について述べる．なお，本研究は岡山大学大学院 自然科学研究科モバイル通信学研究室（秦 正治教授，冨里 繁助教授）との共同研究により実施した．
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